
そのお悩み、デイケアに相談してみましょう！
デイケアの有効活用

デイケアについて、多くの方が「家まで送迎してくれて、運動する場所」

とイメージされています。利用者さまがそれぞれの生活目標に向けて運動

する場所であることはもちろん、デイケアはさまざまなことを相談できる

場所でもあります。今回は相談の一例をご紹介します。

つまづいてしまう原因は何でしょう？ まずは自
宅の環境をお伺いします。場合によってはご自

宅に訪問し、実際に確認することもあります。

その後、運動メニューや家具の配置変更、その

他必要な福祉用具があればご提案します。

特に冬場はゆっくりとお湯に浸かり、体の芯まで

温まりたいものです。浴槽に入るにあたり何が課

題になるかを確認し、浴槽の出入りに必要な動作

練習や運動メニューを調整します。必要に応じて、

ご自宅へ訪問し、浴室などの環境や動作を確認。

福祉用具の提案や動作指導を行います。

※質問内容は個人情報保護の観点から編集しております。

自宅のリビングでよくつまづいてしまうので、
移動するのが怖くなりました。

（利用者さま）
Aさん

（利用者さま）
Bさん

Q1

今はシャワーのみで入浴していますが、
寒くなってきたら浴槽にも入りたいです。

Q2
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自宅での介助はご家族にとって大きな不安や負担

になることがあります。デイケアでは、利用者さ

まの介助方法についてアドバイスいたします。ご

自宅に訪問し、普段過ごされる場所での起こし方

についてお伝えすることも可能です。また、床か

らの立ち上がり練習やそれに伴う運動メニューの

変更なども実施します。

デイケアは利用者さま・ご家族の希望や目標を少しでも

実現できるよう支援します。利用者さまの状態をもとに、

どれくらいの時間・距離の散歩が可能か評価を行います。

必要に応じて自宅に訪問し、周辺の環境を確認して、散

歩コースや休憩場所を一緒に考えることも可能です。

デイケアをより有効的に利用していただくために、
どんな些細なことでも構いませんので、気兼ねなく
ご相談ください。

むせることで食事量が減ってしまうと低栄養にな

り、身体機能も低下するおそれがあります。当事

業所の言語聴覚士は口腔機能の評価や口腔練習、

食事の姿勢に関するアドバイスが可能です。また、

管理栄養士には「食べやすい食事や栄養」につい

て相談できます。

※詳しくは『甲友会ナウ』70号をご覧ください。

Q3 最近むせることが多くなりました。このまま
の食事で大丈夫なのでしょうか……

Q4

以前のように本人と散歩がしたいです。

自宅で本人が転倒した時、家族では
起こすことができませんでした……

Q5

（利用者さま）
Cさん

（ご家族）
Dさん

（ご家族）
Eさん


